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Capnocytophaga属菌は，発育に二酸化炭素を要求す
る通性嫌気性グラム陰性桿菌で，人や動物の口腔内常在
菌である．そのうち Capnocytophaga canimorsusと 

C. cynodegmiの 2菌種はおもに犬や猫の口腔内に保菌
されている［1］．
中でも人に対し強い病原性を示す C. canimorsusに
よる感染症は，1976 年にアメリカで初めて報告されて
以降［2］，これまで世界で約 300 症例が報告されてい
る［1, 3］．わが国では 1993 年以降 2012 年末までに，9
死亡例を含む 37 例が確認されている［3］．C. canimor-

susあるいは C. cynodegmiの人への感染は，主に保菌
動物による咬傷や掻傷が原因であるが，創傷部を保菌動
物に舐められることなどによる感染も知られている
［4］．本菌に感染しても発症することはきわめてまれで
あるが［1］，C. canimorsus感染では，きわめて急性経
過で敗血症や髄膜炎を起こすことがあり，重症敗血症に
至った場合の致死率は約 30％に達する［1, 5, 6］．本症

は，糖尿病や肝硬変等の基礎疾患を有する易感染性の状
態にある人だけでなく，健常者でも報告されている［3, 
4, 7］．
一方，C. cynodegmi感染では，通常は局所症状のみ

で，全身症状を呈することは少ないが，脾臓摘出患者で
は敗血症等を呈した症例も報告されている［8］．
このように，C. canimorsus及び C. cynodegmiによ
る感染症は重篤な転帰を辿るリスクがある動物由来感染
症の一つである．したがって，主な保菌動物である犬及
び猫の口腔内における両菌種の保有状況や分離株の抗生
物質に対する感受性を把握することは公衆衛生上重要で
ある．しかし，国内の犬・猫の口腔内における両菌種の
保有実態については不明な点が多い．これまで本菌の検
出には分離培養法が用いられてきたが［9, 10］，口腔内
には多くの細菌種が存在するため，正確に本菌を分離・
同定することは困難であった．そのため近年，Capnocy-

tophaga属菌の種特異的遺伝子を高感度に検出する
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要　　　　　約

2011～2012 年に，犬 120 頭及び猫 80 頭の口腔スワブにおける Capnocytophaga canimorsus及び C. cynodegmi検
出状況を，種特異的 PCR法と分離培養法を用いて調査した．PCR法では，C. canimorsus遺伝子は犬の 62％及び猫の
49％から，C. cynodegmi遺伝子は犬の 82％及び猫の 86％から検出された．また，C. canimorsusは犬の 4％及び猫の
4％，C. cynodegmiは犬の 38％及び猫の 41％から分離された．C. cynodegmi特異的遺伝子が陰性の検体から本菌が分
離された検体もあったことから，種特異的 PCR法と分離培養法を併用することで，口腔スワブサンプルから本菌を確
実に検出できるものと推察された．5薬剤による薬剤感受性試験の結果，アンピシリン耐性株が 10 株，エリスロマイ
シン，シプロフロキサシン耐性株がそれぞれ 1株ずつ認められたことから，治療にペニシリン系抗生物質を使用する際
には，β-ラクタマーゼ阻害剤との合剤を使用する必要があると考えられた．
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純培養した．純培養菌株は，グラム染色性，形態，カタ
ラーゼ及びオキシダーゼ反応を確認後，同定キット（ID

テスト HN-20 ラピッド，日水製薬㈱，東京）を用い，
解析プロファイル第 2版（日水製薬㈱）により属レベル
の同定を行った．さらに，分離株から DNAを抽出し，
前述の PCR法により菌種を同定した．なお，本研究で
は C. canimorsusと C. cynodegmi双方の遺伝子が検出
された株を中間型とした．
薬剤感受性試験：Capnocytophaga属菌が分離された

1検体から 1株，複数の菌種が分離された検体はそれぞ
れ1株を選択し，前述の条件によりHHIAで純培養した．
この純培養株をMueller Hinton broth（Becton Dick-

inson and Company）にMcFarland 3 の濃度になるよ
う浮遊後，HHIA全面に塗抹し，薬剤感受性試験ディス
ク（センシディスク，日本ベクトンディッキンソン㈱，
福島）を用いた Kirby-Bauer法を実施した．供試薬剤
は，アンピシリン（ABPC），セフォタキシム（CTX），
エリスロマイシン（EM），ミノサイクリン（MINO）
及びシプロフロキサシン（CPFX）の 5種類を用いた．
判定は 37℃で 48 時間，5％炭酸ガス培養後に行った．
本法は培地，培養条件等が標準試験法（CLSI法）に準
拠していないため，培養後，ディスク周囲に阻止円が
まったく形成されなかった場合のみを耐性と判定した．
統計処理：動物種別及び菌種別陽性率について，χ2

検定により有意差の有無を解析した．

成　　　　　績

犬・猫の Capnocytophaga属菌検出状況（表 1）：
HIB増菌培養液から Capnocytophaga属菌の種特異的
遺伝子検出を試みた結果，C. canimorsusが犬の 61.7％
（74/120） 及び猫の 48.8％（39/80） から，C. cyno-

degmiが犬の 81.7％（98/120）及び猫の 86.3％（69/80）
から検出された．なお，犬の 55.8％（67/120）と猫の
45.0％（36/80）からは C. canimorsusと C. cynodegmi

両方の遺伝子が検出された．
分離培養法では，C. canimorsusが犬の4.2％（5/120）
及び猫の 3.8％（3/80）から，C. cynodegmi が犬の
38.3％（46/120）及び猫の 41.3％（33/80）から，中

PCR法が開発され，その保有調査に用いられるように
なった［11］．本研究では，種特異的 PCR法と分離培
養法を併用し，山口県内でペットとして飼育されている
犬・猫における，Capnocytophaga属菌の検出状況並び
に分離株の薬剤感受性を検討した．

材 料 及 び 方 法

供試検体：2011～2012 年に，山口県内の動物病院
10 施設に来院した犬 120 頭及び猫 80 頭から綿棒（BD 

BBLカルチャースワブ　プラスチャコールシングル，
日本ベクトン・ディッキンソン㈱，東京）を用い，口腔
内スワブを採取した．検体は検査を実施するまで 3～7
日間，4℃で保存した．1検体につきスワブは 2本ずつ
採取し，1本は遺伝子検査用，他の 1本は培養用とした．
また，飼育状況調査票から対象動物の性別，年齢及び飼
育環境（屋内，屋外飼育）を確認した．
検体からの Capnocytophaga属菌特異的遺伝子の
検出：遺伝子検査用スワブを 10mlの Hear t Infusion 

broth（Becton Dickinson and Company，U.S.A.，以
下 HIB）に接種し，37℃で 48 時間，嫌気条件下で増菌
培養した（アネロパック・ケンキ，三菱ガス化学㈱，東
京）．培養液の 1.2mlをマイクロチューブに採取後，
10,000gで 5 分間遠心分離した．上清を捨て，沈渣に
200μlの diethylpyrocarbonate（DEPC）処理水（ナ
カライテスク㈱，京都）を加えて懸濁した後，市販の
キット（QIAamp DNA Blood Mini Kit, Qiagen Scienc-

es, U.S.A.）を用いて DNAを抽出した．C. canimorsus

及び C. cynodegmiの 16S rRNA遺伝子を標的とした
PCR法により［11］，種特異的遺伝子検出を実施した．

Capnocytophaga属菌の分離・同定：菌分離用スワ
ブを 5％馬血液加 Heart Infusion寒天培地（以下 HHIA，
基礎培地； Heart Infusion Agar，Becton Dickinson and 

Company）にゲンタマイシン（ゲンタシン注 10，MSD

㈱，東京）を 20μg/mlの割に添加した分離用培地に直
接塗抹し［9］，37℃で 3～5 日間，嫌気培養した．培養
後，Capnocytophaga属菌を疑うコロニーを釣菌し，
HHIA上に塗抹後，37℃で 3～5 日間，5％炭酸ガス条
件下（アネロパック・CO2，三菱ガス化学㈱，東京）で

表 1　犬・猫の Capnocytophaga属菌検出状況

対象
動物 検体数

増菌液中の特異的遺伝子陽性数（％）
計

菌分離陽性数（％）
計

C. ca C. cy （C. ca＋C. cy）1） 分離株数 C. ca C. cy2） 中間型

犬 120  74（61.7）  98（81.7）  67（55.8） 105（87.5） 62 5（4.2） 46（38.3） 11（9.2） 58（48.3）
猫  80  39（48.8）  69（86.3）  36（45.0）  72（90.0） 37 3（3.8） 33（41.3）  1（1.3） 37（46.3）

計 200 113（56.5） 167（83.5） 103（51.5） 177（88.5） 99 8（4.0） 79（39.5） 12（6.0） 95（47.5）

1）C. caと C. cy遺伝子が同時に検出された検体
2）犬の 4検体及び猫の 4検体は，増菌液中の特異的遺伝子が陰性の検体から分離
C. ca : Capnocytophaga canimorsus　　C. cy : Capnocytophaga cynodegmi
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る犬の 90.8％及び猫の 95.0％から Capnocytophaga属
菌が検出された．過去の犬・猫の Capnocytophaga属菌
検出状況は，海外の犬で 35.6～58.1％，猫で 24.4％［9, 
10］，国内の犬で 92.3％，猫で 86.1％と報告されている
［11］．今回研究対象とした犬・猫の頭数，実施時期，採
材手技，検出方法等が既報と異なっていたにも関わら
ず，検出率は既報のそれとほぼ同様であった．また，検
出率に性差，年齢差は認められず，飼育環境との間にも
関連はみられなかった．以上から，わが国の犬・猫の 9
割程度はその口腔内に本菌を保有していると考えられた
が，今後全国的な調査を実施し，より詳細な情報を集積
する必要があると考えられた．
今回の調査から，既報［11］と同様に犬・猫ともに 

C. canimorsusに比べ C. cynodegmiの検出率が高い傾
向にあった．C. cynodegmiによる感染症は軽症のこと
が多いが，ごくまれに重症化する例も報告されているこ
とから［8］，C. cynodegmiも人の本感染症の原因菌種
として軽視してはならないと思われる．また，C. cyno-

degmiの検出率は犬と猫で同程度であったが，C. cani-

morsusの値は犬の方が高い傾向にあった．Suzukiら
［11］は，国内の犬及び猫の C. canimorsus検出率はそ
れぞれ 73.9％（240/325），57.4％（66/115）であった
と報告しており，本研究と同様の傾向が認められてい
る．しかしながら，国内の C. canimorsus感染患者に
おける死亡例は，猫を感染源とした事例の方が多いこと
から［3］，猫は犬に比べ本症の感染源としてより注意す
べき動物種であることを示している．
本研究では，16S rRNA遺伝子を標的とした種特異的

PCR法と，菌の分離培養法を併用することによって
Capnocytophaga属菌の検出を行った．PCR法による本
菌の検出率は犬で 87.5％，猫で 90.0％であったのに対
し，分離培養法ではそれぞれ 48.3％及び 46.3％であっ

間型が犬の 9.2％（11/120）及び猫の 1.3％（1/80）か
ら分離された．これら中間型株について，釣菌の際に 

C. canimorsusと C. cynodegmi両菌種が混在していた
可能性を疑い，再度 HHIAでコロニーを単離した後に
PCRを実施したが，12 株すべてが両菌種の遺伝子陽性
であった．なお，増菌培養液から C. cynodegmiの特異
的遺伝子が検出されなかったにも関わらず，本菌が分離
された検体が犬・猫でそれぞれ 4検体認められた．
種特異的 PCR法と分離培養法により，犬の 90.8％

（109/120）及び猫の 95.0％（76/80）から Capnocyto-

phaga 属菌が検出された．C. canimorsus は，犬の
61.7％（74/120）及び猫の 48.8％（39/80）から検出
され，検出率は犬でやや高い傾向にあった．C. cyno-

degmi は，犬の 85.0％（102/120） 及 び猫の 91.3％
（73/80）から検出され，犬と猫で同等の検出率であっ
た．
犬・猫の性別，年齢，飼育環境別 Capnocytophaga

属菌保有状況：犬・猫の Capnocytophaga属菌の保有率
に，性差，年齢差及び飼育環境による差は認められず，
また犬・猫ともに 1歳未満の若齢個体においても 80％
以上が陽性を示した（表 2）．
分離株の薬剤感受性：C. canimorsusの全株は，供試
した 5種類の薬剤すべてに感受性であったが，C. cyno-

degmiの 11 株（13.9％）及び中間型の 1株（9.1％）が
供試したいずれか一つの薬剤に耐性を示した（表 3）．
そのうち，C. cynodegmiの 9 株と中間型 1 株は ABPC

に耐性であり，また犬由来 C. cynodegmi 2 株のうち 1
株はEMに，他の1株はCPFXにそれぞれ耐性を示した．
CTXとMINOに対しては全株が感受性であった．

考　　　　　察

本研究の結果，山口県内でペットとして飼育されてい

表 2　性，年齢，飼育環境別 Capnocytophaga属菌検出状況

項　目
％（陽性数／検体数）＊

犬 猫

性
雄 88.2（45/51） 97.4（37/38）
雌 92.8（64/69） 92.9（39/42）

年 齢（年）
＜1 87.0（20/23） 94.4（34/36）
1-5 92.5（37/40） 89.5（17/19）
6-10 93.4（30/32） 100（14/14）
11 ≦ 87.0（20/23） 100（8/8）

飼育環境
屋　内 88.6（78/88） 93.2（55/59）
屋　外 100（16/16） 100（6/6）
屋内外 85.7（6/7） 100（9/9）

＊陽性数は種特異的 PCR法と分離培養法の総陽性数

表 3　分離株の薬剤感受性

菌 種 動 物 株 数 耐性株数 
（％）

耐性パターン 
（株数）

C. canimorsus 犬  5  0
猫  3  0

計  8  0

C. cynodegmi 犬 46  7（15.2） ABPC（5），
EM（1），
CPFX（1）

猫 33  4（12.1） ABPC（4）

計 79 11（13.9）

中間型 犬 11  1（9.1） ABPC（1）
猫  1  0

計 12  1（8.3）

ABPC：アンピシリン　EM：エリスロマイシン 
CPFX：シプロフロキサシン
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ら［13］，今回分離された ABPC耐性株もその可能性が
ある．したがって，本症の治療に際しペニシリン系抗生
物質を使用する場合には，β-ラクタマーゼ阻害剤との
合剤（オーグメンチン等）を使用することが望ましい．

Capnocytophaga感染症は，人のもっとも身近な伴侶
動物である犬や猫による咬傷等により引き起こされる感
染症である．本研究により，犬・猫はその口腔内に高率
に本菌を保有していることが明らかとなった．今回の調
査成績をふまえ，今後は飼育者等に対し，犬・猫の
Capnocytophaga属菌の保有実態や本症の病原性等につ
いて広く周知するとともに，動物と触れ合った後や受傷
後には十分な手洗いや傷口の洗浄，消毒を確実に実行す
る等の感染予防対策を啓発していくことが公衆衛生上重
要であると考えられる．
本研究は，2011～2012 年に実施された「山口県動物由来感
染症予防体制整備事業」の一環として行われたものである．
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た．両菌の分離率が低かった原因として，口腔内には多
種の菌が存在しており，有効な選択分離培地がないた
め，培地上の Capnocytophaga属菌の検出が難しいこ
と，あるいは，検体採取から培養開始までの保管中（3
～7日間）に当該菌の衰弱や死滅が生じた可能性が考え
られる．Mallyら［9］は，犬の唾液検体を採取後 24 時
間以内に培養を行った結果，C. canimorsusの分離率は
58.1％（61/105）であったと報告していることから，
検体採取後速やかに培養を開始することがCapnocytoph-

aga属菌の分離率の向上につながると考えられた．ま
た，今回用いた PCR法で，C. cynodegmiの遺伝子が陰
性であった検体から本菌が分離された例があった．本研
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スワブ等の臨床検体から本菌を確実に検出できるものと
推察された．
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SUMMARY

The prevalence of Capnocytophaga canimorsus and C. cynodegmi in the oral cavities of 120 dogs and 80 cats 
was investigated using species-specific PCR and culture methods between 2011 and 2012.  The PCR detected 
the C. canimorsus gene in 62% of the dogs and 49% of the cats, whereas the C. cynodegmi gene was detected in 
82% of the dogs and 86% of the cats.  C. canimorsus was isolated from 4% of the dogs and 4% of the cats, whereas 
C. cynodegmi was isolated from 38% of the dogs and 41% of the cats.  Capnocytophaga spp. from oral swab sam-
ples was correctly identified using both the species-specific PCR and culture methods; however, C. cynodegmi 
was not detected by only the species-specific PCR in some samples.  The antimicrobial susceptibility profiles of 
the isolates to five drugs were examined, with 10 strains showing resistance to ampicillin, one strain showing 
resistance to er ythromycin and one strain showing resistance to ciprofloxacin.  Accordingly, penicillin-based 
antibiotics with a β-lactamase inhibitor are recommended for antimicrobial treatment for Capnocytophaga 
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